
１．システム導入前の状況
・教職員は、採用時に様々な誓約書を求められ、何度も手書きで署名する必要があった
・紙で提出された誓約書の保管や集計などに多くの業務工数がかけられていた
・関係部署が議論して、複数の誓約をまとめてできるシステムを開発した

服務及び研究等に関する誓約書システム

・業務フローの見直しによる業務の効率化を実現した
・現行業務をそのまま電子化したわけでなく、

『業務フローの見直しを併せて実施！』
『複数の事務部門にまたがる業務のDX』

を実現した

３．成果・効果 ４．今後の展開

２．システム概要
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・採用時に通知される香大IDで認証しないと、電子申請フォームに回答できな
い仕組みを採用した（図１）

・本人確認が保証された電子申請フォームでの回答を、従来の紙での誓約と同
等の効力が保証されるものとして扱うために新たな規定を制定した
（国立大学法人香川大学における情報通信技術を活用した手続等の推進に関す
る規程）

・Formsを用いた回答形式で、雇用形態等の入力に応じて、提出が必要な誓約
書が表示され、提出漏れを防止する工夫をおこなった

・未誓約者に対してのリマインドシステムを追加開発した（図２）

採用者
データ

誓約者
データ

図２ リマインドシステムの仕組み

①システムに定期的に採用者データ
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図１ 誓約システム

・悪意のない誤りをなくしていくことを重視している
・その他に実施している誓約や、採用時に提出が必要な

書類なども合わせて、更なる手続きの一元化を目指す


